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第２５期 国立市社会教育委員の会（第９回定例会）会議要旨 
令和６年１月２９日（月） 

［参加者］ 
・社会教育委員 矢野、桒畑、根岸、生島、中田、大森、寺澤、加藤、山口 
・くにたち郷土文化館担当者 
［事務局］井田、土方、高橋 
 
 
生島議長 では、これから第２５期国立市社会教育委員の会第９回定例会を開会いた

します。 
 ちょっと先に資料のことですとか、開会に先立っての話ということをさせて
いただければと思います。 
 本日は、谷口委員から御欠席の連絡をいただいておりますが、定足数に達し
ておりますので、会議を始めたいと思います。 

 それでは、まず、本日の配付資料につきまして、事務局からお願いいたしま
す。 

 
事務局 事務局でございます。本日もよろしくお願いします。 

 配付資料の確認をさせていただきます。まず、次第のほうの山を御覧くださ
い。１枚目が次第になりまして、２枚目が、資料１として、今回のヒアリング
対象施設であるくにたち郷土文化館から御提供いただいた資料となります。 
 続きまして、議事録の山のほうを御覧ください。一番上が議事録になりまし
て、こちらは内容を確認いただいて、訂正がなければホームページのほうに掲
載させていただければと思います。次に、公民館だより、図書室月報、いんふ
ぉめーしょんをつけさせていただいております。 
 配付資料は以上になります。よろしくお願いいたします。 

 

生島議長 ありがとうございます。 
 それでは、次第２の担当者ヒアリングに入ります。本日はくにたち郷土文化
館の御担当の方においでいただきまして、ヒアリングを行いたいというふうに
思います。 
 ここからは、司会進行を、今日は桒畑委員と加藤委員にお願いしております
ので、よろしくお願いいたします。 

 
加藤委員 それでは、これからくにたち郷土文化館の担当者ヒアリングを実施いたし

ます。 
 司会進行を務めさせていただきます、国立市社会教育委員の加藤です。どう
ぞよろしくお願いいたします。 

 

桒畑委員 同じく桒畑です。よろしくお願いします。 
 
加藤委員 次に、国立市社会教育委員の皆さんからも簡単に自己紹介をお願いいたし

ます。 
 では、議長から。 

 
生島議長 社会教育委員の議長を務めております、帝京大学で社会教育を担当してい

ます生島です。よろしくお願いいたします。 
 
矢野副議長 公民館運営審議会からの推薦で出ております矢野と申します。副議長を
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しています。よろしくお願いいたします。 
 

中田委員 一橋大学の中田です。よろしくお願いします。 
 
大森委員 東京学芸大学の大森です。よろしく。 
 
桒畑委員 青少年育成地区委員協会から出ております根岸と申します。よろしくお願

いします。 
 
山口委員 国立市立小中学校校長会会長の国立三中校長の山口です。よろしくお願い

します。 
 
加藤委員 続きまして、本日御出席いただいた施設担当者から簡単に自己紹介をお願

いいたします。 

 
郷土館担当者① くにたち郷土文化館で主査をしております。私は主に予算とか設備

関係を担当しているので、今回、ＩＣＴというテーマだったので参加させてい
ただいております。よろしくお願いします。 

 
郷土館担当者② 同じくくにたち郷土文化館で学芸員をしています。どうぞよろしく

お願いします。 
 
加藤委員 ありがとうございます。 

 どうしましょうか。始まってしまったんですけれども。 
 
寺澤委員 すみません、遅くなり申し訳ありません。 
 

加藤委員 自己紹介いただいてから、そうしたら始めます。すみません。 
 

寺澤委員 ＮＨＫ学園高等学校の寺澤と申します。よろしくお願いします。 
 
加藤委員 すみません、ありがとうございます。 

 では、ヒアリングに入る前に、本日の趣旨等についてお伝えいたします。第
２５期の国立市社会教育委員の会では、国立市教育委員会教育長から、国立市
の生涯学習、社会教育分野におけるＩＣＴ活用による学習機会充実の可能性に
ついての諮問を受け、答申すべく議論を行っております。そこで、本日、御出
席いただいた施設担当者の皆様におかれましては、御自身の施設が行っている
事業の中でのＩＣＴの活用状況ですとか成果、課題等について、事前にお願い
しているヒアリング項目、こちらに沿って私たち社会教育委員にお話しいただ

きたいと考えております。お話しいただいた後は、社会教育委員から内容につ
いての確認や質問等をしていきたいと思っております。 
 なお、ヒアリング時間ですが、１時間程度を見込んでおりますが、若干オー
バーする可能性もありますので御了承ください。 
 それでは、まず、施設担当者から、事前にお願いしたヒアリング項目への回
答を順にお願いいたします。 

 
郷土館担当者① それでは、説明させていただきます。 

 くにたち郷土文化館のＩＣＴの活用状況ということで、まず最初の設問とい
いますか、オンライン／ハイブリッド事業の導入過程、コロナ中及び現在の活
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用状況と成果、あと、オンライン／ＩＣＴ活用ならではの企画や展望、課題と
いうお題をいただきました。まず、コロナ禍で推し進めた施策をちょっと簡単

に御紹介したいと思います。 
 コロナは、御存じのように、できるだけ接触を避けるとかということもあり
まして、なかなかお客様に来てもらえないということがあって、「おうちで郷
土文化館」というのを実はつくっております。これは、当時はやりで、結構、
いろんな博物館が「おうちで博物館」みたいなのをたくさん立ち上げていまし
て、それと同期するような形で、郷土文化館でも「おうちで郷土文化館」とい
うものを実は立ち上げています。 
 内容的には、一つは郷土文化館の常設展示室があるのですが、それを中心に、
３ＤＶＲ、３ＤＶＲというのは、パソコンとか、あるいは、ゴーグルとかでも
いいんですが、どんどん進んでいっていろんな設備を見たりという、バーチャ
ルツアーみたいなものができる仕組みで３ＤＶＲというのがあり、それを撮影
してバーチャルツアーを可能にしています。今、郷土館のホームページから入

っていただいて、「おうちで郷土文化館」の中で３ＤＶＲというところに行っ
てもらって、そこから入っていただくと、郷土館の常設展示をずらっと見るよ
うなことができる、バーチャルで見る、探検できるというような形になってい
ます。 
 それから、あと、古民家のいろんな伝統事業を当館ではやっていまして、ワ
ラを使ったワラ細工とか、あと、いろんな古民家でやるイベントがたくさんあ
ります。これは後でまた学芸員から補足してもらうでもいいんですけど、そう
いう古民家伝統事業、これは主にくにたちの暮らしを記録する会という、結構
高齢の方を中心とした会が中心に御指導いただいているという感じなんです
が、やはり高齢の方なので、なかなか子供たちと接するとか、そういうのをで
きるだけ避けたいというのがありまして、ちょうどコロナの間はこの古民家事
業はかなりやめていました。その代わり、ずっとやめていると技術の継承とか
の問題もあるので、できるだけ高齢者の方たちの中だけでやりたいということ

もあって、それを、だから、ビデオで撮影して、それを見れるというような形
にしています。今、郷土文化館のホームページに行っていただくと、いろんな
そういう古民家でやっているようないろんな事業を見ることができるという、
これは動画で見ることができる感じですね。そういうものをやっています。そ
れから、あと、郷土館でやった講演会のものとか、そういうのも自宅ですぐ見
ることができるというようなことを進めています。 
 それは一番最初の部分の内容ですが、「おうちで郷土文化館」というコンテ
ンツの充実を図ってきました。１点目ですね。 
 それから、２点目は、民具案内というのを、実は今も、ちょうど今日もやっ
ていたのですが、国立市内の小学校３年生、全部で国立市内１１校ありますの
で、その１１校の小学校３年生を対象にして、昔の暮らしの体験をする授業が
あります。基本は生徒たちに実際に体験してもらうということで、いろんな、

大八車を押したりとか、あと、しょい籠やしょい梯子をかついだりとか、そう
いう民具を使ったいろんな体験をしてもらうというのがあります。 
 もう一つは、やはり先ほどお話ししたくにたちの暮らしを記録する会という
高齢の方たちの会といろいろ接していただいて、会の方たちに昔の国立の状況
とかを話していただく、そういうのをやっていただいています。 
 今日もそういうのをやっていたのですが、ただ、やはりコロナの間では、高
齢の方たちが小さな子供たち、小学生とかと接するのはちょっとリスクが高い
ということもありまして、ここもできるだけＩＣＴの仕組みを使おうというこ
とで、Ｚｏｏｍを使ったテレビ会議の仕組みを使って、高齢の会員数名が、子
供たちは講堂にいて、大きなディスプレーを見ながら会員の様子を見る。逆に、
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会員の方は講堂の様子を見るというような形で、物理的に接することなく同じ
空間を共有するような格好でリモート授業をやるということをやりました。 

 その様子がその次のページの写真です。左側が高齢の会員の方たちがお話し
している、これ、資料研究室という図書室みたいなのがあるのですが、そこに
会の方たちはいていただいて、子供たちは広い講堂のほうにいて、ディスプレ
ーを通してお互いにお話をするということをやりました。 
 それから、オンライン／ハイブリッドでの講演会の開催というのもちょっと
やってみました。これは、ミュージアムトークということで、「甲野勇先生の人
と学問」という、そういう講演会ですね。これ、講師は北海道にいて、北海道
からリモートで講演会を実施して、視聴者は自宅でも聞けますし、講堂の会場
に来て聞くこともできるということで、これもやはりＺｏｏｍといろんなネッ
トの仕組みを使って行いました。この下の写真が、これは講堂で見ている様子
ですね。これも実際は講師の方は北海道にいるということで、リモートでやる
ということをやりました。こういうことを進めてきています。 

 それから、あと、これはずっと課題なんですが、資料のデジタルアーカイブ
化と公開というのをやっと一部始めたという感じです。当館、収蔵資料が何万
点もございますが、その情報をデジタルのデータベースにして、できるだけ多
くの人に公開したいというのがあります。ただ、まだあまりそういう公開でき
るような状況になっているのはそんなにないんで、現時点では甲野勇さんの資
料の一部とか、あと、一部民具とかをやっていますかね。 

 
郷土館担当者② 民具はお試しで１枚だけ。 
 
郷土館担当者① お試しでやっている程度です。そういうレベルで、まだこれからと

いう感じです。一応、そういうデジタルアーカイブ化と公開を進めている。こ
れをやることによって、郷土館にあるいろんな資料とか貴重な資料をネット経
由でいろんな人が見ることができる。だから、いろいろそういう研究をしてい

る人たちがそういうのを見ることができるということが考えられます。 
 これもいろんな博物館で実はやっていて、特に文化庁なんか、今、今回、博
物館法が変わりましたが、その中でデジタルアーカイブ化というのはかなり強
く押し出しているので、そういうのを進めているということで、まだ郷土館は
ちょっとしかできてないですけど、これをやり始めたという感じです。 
 次に、アフターコロナでも継続している、あるいは継続していきたい施策で
すが、先ほど話した「おうちで郷土文化館」のコンテンツ、特に動画コンテン
ツ、それをもう少しもっとこれからも充実していきたいなと思っています。そ
れから、オンライン／ハイブリッドでの講演会、これも１回やってちょっと途
切れちゃっているんですが、また、そういうものをやってもいいかな、あるい
は、リモート事業等もやってもいいかな、そういう仕組みを使った何かをやっ
てもいいかなという気がしています。 

 それから、特に課題として持っているのが、先ほどお話ししたくにたちの暮
らしを記録する会の人たちが結構もう高齢化してきています。多分、もう
８０代、下手すると９０代ということで、そういう人たちが、今、中心になっ
て指導していろいろやっていただいているんですけど、ただ、あまりにももう
ちょっと厳しくなってきているところもあるので、これをちょっと、そういう
人たちのお話とかを伝承しなくてはいけないことがあって、それの聞き取りと
かビデオ撮影とかをもっとやっていきたいなというふうに思っています。 
 それから、２番目で、学習機会の提供に関わるＩＣＴの活用実態と課題とい
うことで、事業の申込みとか情報発信、ＳＮＳの活用などという話がありまし
たのでちょっとだけお話しさせていただくと、今、始めているのは、一つは事
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業の申込み。これ以前は電話申込みが主体だったんですが、最近はＧｏｏｇｌ
ｅ Ｆｏｒｍを使ったウェブの申込みと往復はがきの併用という形で、電話申

込みはできるだけ避けるような形にしています。これは、電話申込みだとどう
しても言った、言わないとか、あと、電話番号の取り違えとか、いろんなこと
が発生するので、特に今の若い人たちはそういうネットで申し込むというか、
ウェブ申込みなんか普通にやるので、そういう若い世代の人たちからは非常に
好評な申込みがある。それを始めています。 
 ただ、高齢者の方はやはりまだ電話のほうがいいという方もいらっしゃるの
で、ちょっとデジタル・ディバイド的な観点でどう考えていくかという課題が
あるという状況ですね。 
 それから、情報発信ですが、ＳＮＳの活用に関しては、ホームページとか旧
ツイッター、Ｘとか YouTube とかの活用を少しずつ進めていますけど、やはり
できれば本当は資料のデジタルアーカイブ化をもっと進めて公開できる、そう
いう情報発信をしたいのですが、その辺がまだまだちょっと課題としてはある

かなということです。 
 それから、ＩＣＴ機器やＷｉ－ＦｉなどのＩＣＴ活用環境の整備状況と課題
ということなんですが、基本的には必要最小限のＩＣＴ機器とＬＡＮ、Ｗｉ－
Ｆｉ環境は整備しています。一応、フリーＷｉ－Ｆｉが館内全部飛んでいます
し、そういうものは整備しています。 
 ただ、ＩＣＴ機器はちょっと性能が低いといいますか、結構、学芸員さんた
ちは割と高いＰＣの性能を要求する、例えば Adobe のグラフィック系とか、そ
ういうのを結構駆使されるんで、そういう意味では、今、郷土館で常備してい
るＰＣ環境は、事務処理をするにはいいんですが、そういう Adobe とかでいろ
いろグラフィックを使うにはあまり適していない環境なので、その辺、ちょっ
と改善しなきゃいけないかなということで、次回のリースとかの中では考えて
いきたいなと思っています。 
 それから、当館、サイボウズというのを導入しています。これは財団全体で

やっているんですけど、サイボウズの中でｋｉｎｔｏｎｅというのを使って、
以前はｋｉｎｔｏｎｅで業務アプリをつくっていました。それは、財団の中に
ＩＴを開発する人がいたんで、その人が中心にやっていたんですが、今、そう
いう人たちがいなくなったので、業務アプリの開発がちょっと止まっちゃって
いるということが、これは財団の共通課題でありますけど、課題だと思ってい
ます。 
 それから、先ほどお話ししたデジタルアーカイブ、だから、資料のデジタル
化、これの構築のためのやっぱり人員と費用が絶対的に不足しているというこ
とで、ちょっと予算上の問題もあるのですが、そんなに多くの人を投入できな
いというのと、結構、デジタル化ってやっぱり時間と手がかかる、それももう
ちょっとやり方を工夫すればできるのかもしれないですが、そういう状況だと
思うんで、その辺がちょっと課題として大きくあります。 

 それから、最先端の話をすると、例えば生成ＡＩとかメタバースとか、あと、
バーチャルリアリティの博物館とか、そういうのが、今、世の中的には結構立
ち上がってきています。そういうものの導入もちょっと検討しなきゃいけない
なと思っていて、マイクロソフトのＣｏｐｉｌｏｔとか、あるいは、Adobe の
Ｆｉｒｅｆｌｙとか、そういうのを導入するかなというのは考えているんです
が、なかなかこれも費用対効果、費用の問題とかがあってなかなか難しいとこ
ろです。 
 それから、その他ということでお話しさせていただくと、コロナ対策として、
学芸業務従事者に在宅勤務を導入しました。これ、コロナのとき、皆さんも結
構リモート勤務とか、いろいろやられたと思うんですが、市の方針に従って在
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宅勤務というのを導入して、これ、コロナ後も働き方改革として継続している
んですが、学芸業務って結構家でじっくりやることもできるので、必ずしも郷

土館まで来なくてもできることが結構あるので、そういう意味で在宅勤務は継
続していて、割とうまく機能しているのかなと思っています。今は、だから、
半分以下です。３分の１とか、人によりますけど、そのくらい在宅勤務を使っ
ていただいているという感じですかね。 
 在宅勤務を使うようになったら、クラウド環境を整えたりとか、あとは、ち
ょっとセキュリティとかアプリの整備とかありましたが、基本的には、大体、
館にいるのとそんなに変わらない状態で自宅のパソコンで作業していただい
ているということですね。 
 それから、これはコロナ前から始めていますが、「ポケット学芸員」というス
マホアプリを使った常設展示室の音声ガイド、これを導入しています。これも、
コロナの中では、結局、学芸員さんにいろいろお話を聞くとかいうのも、別に
接触しないで自分で持っているスマホでが解説が聞けるということで、結構重

宝したのかなというふうに思っていまして、これはネット環境があればどこで
も聞けますので、今でも皆さんのスマホでこのアプリを導入していただければ、
郷土館の常設展示のいろんな解説を聞くことができるということで、そういう
意味でもいいのかなという感じです。だから、国立市の歴史の勉強を簡単にす
ることができます。ということで、コロナ前から少しスタートしていて、これ
をもうちょっと充実したいなと思っています。今、日本語バージョンぐらいで
止まっているので、もうちょっと多言語化とか、そういうのが進められたらな
と思っています。 
 私のほうからは以上です。あと、何か補足するなり。 

 
郷土館担当者② 大丈夫です。 
 
郷土館担当者① Ｑ＆Ａの中で。 

 
加藤委員 ありがとうございました。 

 ここからは委員の質疑応答の場としたいと思います。今、御担当の方からい
ただきました御説明について、委員から、内容の確認や追加の質問などがあり
ましたら聞きたいと思います。どなたかいかがでしょうか。 
 では、お願いいたします。 

 
大森委員 大森です。御説明ありがとうございます。 

 １点、御質問です。オンライン／ハイブリッドの講演会について御説明をい
ただいたんですけども、これは北海道、遠隔地の講師の講演ということで、こ
れはコロナ禍でこうしたものの導入の機運が高まって実施をして、それを経て
平時でも導入ということで、そういう経過でよろしいですか。 

 
郷土館担当者① そうですね。コロナということで始めたんですけど。 
 
郷土館担当者② 多分、１回のみですね、これ自体は。このとき、やはりどうしても

コロナ禍ということもあって、講師がいらっしゃれないということで、会場以
外からも見ている方はいたんですけれど、そうですね、それ以降は、講演会を
して、その映像を記録して、それをホームページで流すということはしている
んですが、直接、生でこれを配信するということはしてないです。 
 幾つか、多分、問題があると思うんですけど、講師の資料によっては、その
ときだけ、講演会のときにお借りしますっていって、ほかのところから許可を
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得て映しているものとかがあったりですとか、やっぱり長期間、映像にしても
なんですけど、長期間、ホームページとかに載っているのは（講師の方が）嫌

だということもあったりするんで、特にこの生で配信というのは、あと、この
ときもちょっとトラブルというか、うまくいかなかったところがあったんです
けれど、講師のほうでやっぱり操作がちょっと分からなくなっちゃった時とか、
ちょっと最後のほうでうまく会場の人とのやり取りができなくなってしまっ
たりとか、そういうトラブルもあって、多分、こちらの職員のほうでよく分か
っていれば、こうすればできますよというふうにすぐ対処ができたと思うんで
すけど、その辺が、こちらのほうも不慣れなところもあって、ちょっとうまく
できなかったところがあって、それ以降は生で配信ということはしていない状
況です。 

 
加藤委員 よろしいでしょうか。 

 ほかはいかがでしょうか。 

 お願いいたします。 
 
矢野副議長 ウェブ申込みと往復はがきの併用を増やしているというお話なんです

けれど、定員をオーバーした場合、先着順なんですか、それとも抽選ですか。 
 
郷土館担当者① 抽選。 
 
矢野副議長 抽選になる。その場合の抽選はどういう形でするんでしょうか。 
 
郷土館担当者② リストにバーッと並べまして、はがきの方も。 
 
矢野副議長 一緒に。 
 

郷土館担当者② はい。並べて、それで、一応、ウェブ上で番号を機械的に抽出する、
そういうホームページがあるので、そういうので機械的に何番、何番、何番っ
て選んでもらって入れていくとか、そういう形で大体使用していますね。 

 
矢野副議長 往復はがきの方も、一旦、リストに入れてということですね。 
 
郷土館担当者② はい。１回、リストのほうに入れて抽選しているという形ですね。 
 
矢野副議長 分かりました。 
 
郷土館担当者② メールフォームで申込みを受け付けるようになって、今まであまり

来なかった事業とか、例えば古民家事業とかの繭玉飾りとか、ちょっと一般の

人が繭玉飾りって何だろうみたいな、そういう事業はあったりするんですけど、
伝統行事なんですけれど、そういうのも比較的、若いお母さんたちが申込みし
やすくなったのか分からないんですけど、結構申込みが増えているんですね。 
 あと、今も通常どおりの、申込みなしで受け付けている星空ウオッチングと
いう事業があるんですけど、あれもコロナ禍前はすごい参加者の人数が少なか
ったんですけど、そんなに多くなかった、２０人行くか行かないかぐらいだっ
たんですけど、コロナ禍に１回メールフォームで、人数を制限するためにメー
ルフォームを設けたら、本当に６０人とか、それぐらい、こっちが予定してい
る以上の申込みがあって、もしかしたらコロナ禍だから逆にそういう場所を求
めて来られたのかもしれないんですけど、そういうことがあったので、結構、
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メールフォームにしたことで、逆に興味を持って申し込んでくれる方が増えた
かなという印象で。星空ウオッチングに関しては、今年はまた１回、前のよう

に申込みしないで来てくださいという方法に変えたんですけれど、それでも、
そのときから来ている方もいるのはあるかもしれないんですが、大体今でも
５０人前後ぐらいの方が来られるような感じに今年はなっています。 

 
矢野副議長 講座の場合、ウェブと往復はがきはどのぐらいの割合なんでしょうか。 

 
郷土館担当者② それは、でも、はがきより、ウェブ申込をしている場合は、大体ウ

ェブ申込みのほうが圧倒的に多くて。 
 
矢野副議長 圧倒的に多い。 
 
郷土館担当者② はい。そうですね、どのぐらいですかね。はがきは１割とか２割行

かないぐらいがはがきだと思うんですけど。 
 あと、多少、事業によるところがあって、昔からやっている事業で、折り紙
のお教室で、干支の折り紙を作るものがあるんですけど、そういうのなんかだ
と、あれは今年どうだったかな。やっぱりちょっと昔から高齢の方が参加して
いる事業だと、メールフォームからのお申込みが少なくなるということはあり
ます。ちょっと、そうですね、干支の以外かどうか忘れちゃったんですけど。 

 
加藤委員 ちなみに、申込方法を今のように増やしたというようなことは、当然、人

が入ってくる可能性は出てくると思うんですけど、やっぱりそこに至るまでの
動線をつくらないと、結局、そういうふうに増えないんじゃないかなと思いま
して、そういったウェブのフォームをつくるに当たって、そういった発信の仕
方というのも変えていったという感じ。 

 

郷土館担当者② 発信の仕方は、基本的には、「オアシス」という財団広報紙にＱＲコ
ードを載せて、メールフォームはこちらからみたいな形にしているんですけど、
発信の方法はあまり変わっていなくて、それと、あと、よく使っているのは x
(旧 Twitter)で発信している。 

 
郷土館担当者① あと、旧駅舎のサイネージを使わせていただいているんで、それは

結構効果が出ているかもしれないですね。 
 
加藤委員 そちらもコロナの途中でできたという意味では、影響はあったかもしれな

いですね。 
 
郷土館担当者② そうですね。何か関係はあるかもしれないですね。 

 
加藤委員 ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。 
 
生島議長 私から。 
 
加藤委員 お願いします。 
 
生島議長 ありがとうございました。 

 博物館の場合って、コロナ以前からやっぱりＩＣＴ活用というのがすごく推
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し進められてきていたところがあるかと思うので、コロナだからというよりは、
ＩＣＴ活用の流れがあったところに、さらにコロナが来て、いい意味でも加速

したというところもあるのではないかなというふうに思って伺っておりまし
た。その辺が、やっぱりちょっと公民館とかほかの施設とかの違いでもあるの
かなというふうに思います。 
 そうしたときに、そうはいってもいろんな館でやっぱり「おうちで博物館」
とかってやっぱりやられている中で、ＶＲとかもいろんなところで、ある意味
で視聴者は比較もできるし、行った気にもなれるしって、アクセスもＧｏｏｇ
ｌｅとかでつながって、非常にしやすくなったかと思うんですけれども、やっ
ぱり博物館の面白さって、現場で生の資料を見るということかなと。そうした
ときに、ああいったＶＲとかそういったものが、一つは実際に来館するところ
の動線になっているかどうか、そういった手応えが館のほうでは受け止められ
たかどうかというのをまずちょっと１点目でお伺いできればというふうに思
いました。 

 すみません、あと２つあるんですけれども、もう一つは、コロナ以前からＩ
ＣＴ化の流れの中で、やっぱりデジタルアーカイブというのが非常にやっぱり
推し進められていたところではあるかと思いますし、今、お話があったように、
ＳＮＳの活用で多くの方に参加していただくとか、そういうのがあるかと思う
んですけど、やっぱり博物館、資料の発信の仕方とか、肖像権とか、様々そう
いった権利とかも関わってくるかと思うんですが、デジタルアーカイブ化する
とか、ＳＮＳ発信とかといったときに、そのことを運用するための方針という
か指針、そういうようなものがつくられているのかとか、そういったことがど
ういう基準というか、博物館側であるのかというのが２点目で、さらに言うな
らば、そうしたものをどういうふうに、特にデジタルアーカイブをただネット
上に上げるだけじゃなくて、利用してもらうための工夫のような講座なのか動
線というのがあるかというのが２つ目です。 
 ３つ目なんですけれども、すみません、立て続けにお伺いするんですが、前

期でやはり暮らしを記録する会のお話というのを伺って、非常に魅力的であっ
て、やはり郷土文化館の特徴であるというふうにお伺いしておりました。その
ときにもやっぱり高齢化という問題を伺いながら、そこをどういうふうに、で
も、やっぱり子供たちとつないでいく一つの大きな博物館の特徴だというふう
に思って伺ったんですけど、今のお話だと、若い世代の方々の参加というか関
心がフォームを使うことによって増えてきたとか、呼び込んでいくところの一
つのきっかけにはなるかと思うんですが、そうしたＩＣＴを活用したり、また
は、違う形ででも、その次の世代を巻き込んだりしていくことへの取り込む工
夫とか展開とか、そこにＩＣＴというのがあるのかどうかとか、動画配信をし
ていくことの手応え、若い世代への、特に子供たちだけじゃない手応えが、担
い手づくりとか、次の世代への関心とかにつながっているかとか、ちょっとそ
ういうようなことがあればお話を伺えればというふうに思いました。 

 以上です。すみません。 
 
郷土館担当者② すみません、ちょっと１番のＶＲに関しての効果というところは、

ちょっと今のところ、どのように活用されているかがあまり私はちょっと見え
なくて、ちなみにこのＶＲ、多分、恐らく自力でやるとすごくお金がかかるも
のなんですけど、このとき、売り込みというか、株式会社Ａｄｖａｌａｙさん
という会社から、そちらも、多分、実績づくりということで。 

 
郷土館担当者① ベンチャー的な企業が実績をつくりたいというのがあって、うまく

そこと連携してやったので、あまりお金をかけずに導入はできたというのが。 
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郷土館担当者② 普通だったら、多分、うちの館だけだったらできないような、多分、

金額になるんじゃないかなと思うんですけど、それで、今、一応、ホームペー
ジのトップの、「おうちで博物館」からも見れますし、トップのほうにもバナー
が貼ってあるので、そこから見れる形にはなっているので、そこにたどり着い
てくれているかどうかがちょっと、アクセスが、でも、ちょっと分かんないか
なと思うんですけど、そうですね、多分、リンクした先、Ａｄｖａｌａｙさん
のホームページの中なので、ちょっとうちのほうでどれぐらいリンクがあるか
がよく分かっていないんですが、１番に関しては効果がどれぐらい出ているか
というところが分からないところですね。 
 ２番のデジタルアーカイブ、ＳＮＳの基準なんですけれど、ちょっとＳＮＳ
に関してはあまり基準というところをそんなに設けてはいないところですね。
今、一応、アーカイブ化しているものというのが甲野勇資料になるんですけれ
ど、これは完璧に郷土館に寄贈されたもので、考古学者の方の持っておられた

資料なんですね。一応、多くある資料の中から著作権的に問題ないものをとか、
そういったものはちょっと学芸員のほうで判断しながら、ちょっと載せやすい
ものから載せているような状況になります。 
 本来はこの辺も、民具とか、そういったあたりを、ちょっとすみません、質
問から離れちゃうかもしれないんですけど、民具とかそういったものを載せて
いくと、先ほどの民具案内とか、子供向けに活用してもらうことができるのか
なというところで本当は進めていきたいところなんですけれど、結構、そこに
関しては、これも、今、公開しているデータの元データというのが郷土館の学
芸員が管理している資料のデータベースなんですね。そこには個人情報が入っ
ていたり、表に出せない情報というのがあるので、そこを精査して、この資料
は出せるか、出せないかというところをもう１点ずつ判断していくしかないか
なというところです。 
 なので、結構、民具なんかは特に人の生活とすごく合体したようなものなの

で、その辺は慎重に、公開すべきところ、公開するに当たって、表に公開する
ところにだけくっつけられる解説とかもあるので、その辺を改めてこちらのほ
うで見る方に分かりやすく入れてアップしていかなくてはいけないというと
ころなので、やっぱりかなり人手、人の使う時間と、そういったものが必要か
なというところですね。 
 なので、そうですね、基準というのは、ふだん、ちょっとそのものによって
も違うんで何とも言えないんですけれど。 

 
生島議長 運営指針とか、そういう規程みたいなのをつくっているということではな

い。 
 
郷土館担当者② そうですね、規程みたいなところにはしていないですね。まだそこ

までちょっと大きなものにはなっていないのかなという形ですね。 
 
生島議長 分かりました。 
 
郷土館担当者① 肖像権とか著作権とか含めて、そういう基準をつくらなきゃいけな

いと思われるんですが、そこは完全にはできていないので、それにできるだけ
抵触しないものを、今、取りあえず上げ始めたという状況です。ほかの博物館
とかでそういうのがあれば、参考にしながらつくりたいと思いますが。 

 
郷土館担当者② 最近、デジタル化ということ自体は、オープンにできてないもので
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写真なんかもやっているんですけど、市の広報からやってきた昭和３０年代く
らいの写真が郷土館に入っていまして、その辺は、問合せがあれば、こういう

写真がありますよということで対応しているんですけど、その辺の、最近、ち
ょっと学芸のほうで動いていたところでは、やはり肖像権に関してどのぐらい
クリアしているものなのかという判断を、あれはデジタルアーカイブ学会か何
かが出している、一応、基準のチェック項目があるんですけど、それを確認し
て貸す、貸さないというところで判断できたらいいかなというところで、一応、
そういったところのすり合わせというのは、最近、ちょっと行っていたところ
です。 
 大体、結構古いものからデジタルアーカイブ化していっているので、そんな
に、これは表に出せないというものはほとんど少ないんですけれど、例えばプ
ールの写真だったり、その辺はちょっと顔が分かるような写真がその中に含ま
れている場合にどうかなという、その辺ぐらいだと思うんですけど、それ以外
の写真はそんなに問題ないかなと思うので、本当はその辺も資料がまとまって

くれば公開するという流れに行ければ一番いいと思っています。 
 すみません、ちょっと２はフワッとしていて申し訳ないです。そんなような
感じです。 
 ３番の記録する会ですね。次世代、結構、確かに案外若い方が興味持ってく
れるんじゃないかという感じはしますね。会の活動はずっと次世代、どうにか
その後の方たちも一緒にできるところがないかなというところで、ちょうど今
年、記録する会がやっている事業のうち、わら細工教室というのがあるんです
けど、それに関してはわら細工伝承サポーターというのを募集しまして、５人
ぐらいの方が集まって、一応、会の方と一緒に練習したり、そもそも国立の田
んぼ、わら細工というのがなぜ国立で、この郷土文化館でやっているかという
お話なんかをちょっと私のほうからさせていただいたりとかして、ちょうどこ
の間の年末の正月飾りづくりというのからちょっと動き出したところになり
ます。 

 本当にどういう人が来るか分からないなと思っていたんですけれど、メール
フォームで募集を行って、１組は若い御夫婦、それから、お子さん連れのお母
さん、若いお母さん、それから、ちょうど定年過ぎたくらいの女性の方と、あ
と、男性の方ですね。大体そのメンバーなんですけれど、そういう形で、結構、
私が思っていたよりいろんな世代の方が関わってくださって、すごい皆さん、
やる気があっていい方たちだったので、あとはもう生身の記録する会の皆さん
とうまくいい関係をつくれて、会の方からいろいろ学んでいただいたり、会の
方もそのサポーターの人と仲よくして、頼っていただいて、そういう伝承活動
というのが続くといいなと思ってやっているところです。 
 そちらも本当に今年の暮れに始まったばかりのところで、これからどうして
いくかというところなんですけど、募集しようと思えばもしかしたら、手応え
としてはもっと集まるんじゃないかなという気はしているんですけど、ただ、

いっぱい増えてしまっても、会の方たちのキャパオーバーになってしまう、逆
に負担になってしまうかなというところで、伝承をするに当たってもやはり教
えたりとかしなきゃいけないということ、あまり知らない人たちの人数が多く
いるということというのはやっぱり会の方の負担になってしまうので、ちょう
ど今、５人ぐらいなんですけど、比較的、今、ちょうどいい人数かなと、スタ
ートとしてはそこから徐々にいって、その方たちが結構コアに活動できるよう
になってから次のステップでいいのかなというふうにちょっと考えていると
ころです。 

 
生島議長 ありがとうございました。 
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加藤委員 ありがとうございます。 

 
郷土館担当者① 補足させていただくと、デジタルアーカイブ化してやるともっとい

ろんな人に見てもらうって、そういう道筋をつけると、そういう意味で言うと、
多分、これ、デジタルアーカイブは、うちは早稲田システムという会社のもの
を使っていろんなデータベースをつくっているんですが、そこがいろいろリン
クを貼って、いろんな博物館、例えば縄文の何とかというといろんな博物館の
それが出てくるとか、そういう形で情報とかが出ているので、うちはホームペ
ージには載ってきますけど、ホームページだけだとどうしてもやっぱり限りが
あるので、そういういろんな博物館のデータベースみたいなところに絡んでい
くといいと思っています。 
 あと、文化庁もそういう似たようなデータベースをつくっているので。 

 

郷土館担当者② ジャパンサーチというインターフェースがありまして、それも、早
稲田システムも、今、私たちが使っているやつからひもづけて、最終的にはそ
ちらからも、そっちからも検索できるようにできるものなんで、ちょっとうち
ではまだそこまではやってないんですが、そういうものだと、本当にもっと全
然くにたち郷土文化館を知らないような人からも資料がヒットしてくるとい
う、そういうデータベースもあります。 

 
生島議長 ありがとうございます。 
 
加藤委員 ほかはいかがでしょうか。 

 まだ御発言いただいてない委員の方、ぜひお願いできればと思いますが。こ
ちらから当てさせていただいてよろしいですか。中田委員、いかがでしょうか。 

 

中田委員 質問が２つあるんですが、その前にまず感想からです。最後のページに「ポ
ケット学芸員」という音声ガイドを運用したとあります。１年ほど前に東京国
立博物館で謎解きを経験したんですが、こういうアプリが導入されているなら、
単なるガイドだけではなくて、そういうイベントを例えば夏休みにやったりす
ると、子供たちを引っ張れるんじゃないかなと思ったりもして、ここまでもう
できる段階に来ているんだなと感じました。 
 質問の１点目です。オンラインとかリモートの講演会事業ができるようにな
って、一方では可能性が広がったと思うんですけど、他方で、対面で何かを行
うことの自明性が、ある意味、揺らいだとも言えると思うんですね。現在、対
面で何か行うことの意義とか価値をどう考えているのかを教えていただきた
いというのが１点目です。 
 それから、３ページに②として、「今後、継続していきたい施策」とあって、

その下に課題も書かれています。先ほどの話でもあったんですが、機材の購入、
人件費、個々の事業や企画を実施する上でのランニングコストとか、外注する
上での費用とか、費目が分かれてくると思うんですけれども、郷土文化館とし
て優先順位をつけてみたときに、どういうところに予算をつけていきたいか、
めり張りを考えた場合に、どこを優先したいと考えているのか、伺わせていた
だければと思います。これが質問の２点目です。 

 
郷土館担当者② そうですね、対面、結構、うちの場合は、コロナ禍が終わってから

は対面という方向になっているんですけれど、先ほどのちょっとうまくできな
かったところですけど、ミュージアムトークをリモートでやったりということ
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で、多分参加できない遠方の方が参加できたりというすごい利点があって、利
点としては、多分、すごく感じているところではあるんですけど、実際にはそ

れを毎回やっていける、ちょっとこちらのほうの技術というか、そういうもの
がちょっとあまりついていないというところもあるというのも一つあるんで
すけど、あとは、やはり対面でやっていくことで、どうなんですかね、リモー
ト、画面越しというものと画面を通さないものというところで、やっぱり人に
よってもしかしたら受け取り方が違うかもしれないんですけれど、どうしても
感覚が私は違うかなと思うんですけれど。 
 講演会の場合はちょっと難しいかなと思うんですけど、それこそ博物館の物
の資料とかをＶＲで見るのと実物を見るのというのはやはり大きく違って、実
物というのは、幾らＶＲで例えば３６０度見れたとしても、こちらから受け取
れる情報というのはもう精査されたものになっているので、やっぱり実物には
かなわないと思うんですね。 
 この間も、上海の博物館の方が来てくださって、ちょっと交流をしたんです

けど、上海のほうはすごくデジタル化が進んでいて、展示しているものも結構
デジタルなものを、複製だったりとかデジタルなものというのが多いという話
をされていて、ただ、郷土館とかを見ていただいたときに、やっぱり実物のも
のを見ることとか、民具案内みたいなときに、実際に子供たちが物を触ってい
るですとか、あるいは、来た学校の子たちが土器を見ながら観察して絵を描い
ているですとか、そういうことというのはやっぱり大事だなという話をして帰
ってくださったんですけれど、物に関してはやっぱりそういう、資料の現物の
強さというものというのはやはりデジタルのものはかなわないかなというふ
うに思っています。でも、デジタル化するということは物を保存することにも
なると思うので、デジタルを使うことで実際の物は劣化させずに保存できると
いうことでもあるので、うまいバランスで使っていくことが大事なのかなとい
うふうに思います。 
 講演会の講師も、やっぱり私は生で聞くのとリモートで聞くのでは、やっぱ

り先生の雰囲気ですとかそういったところ、あるいは、会場の方との共有感と
か、そういったものというのも、博物館という場に来てもらうということとか、
あるいは、大体、講演会とかやるときというのは、うちの場合は展示と併せて
ということが多いですので、やっぱりそういう展示と併せて講演のほうでさら
に見ていただくという、深く学んでいただくという機会としてやっていること
が多いので、やっぱりその場に来ていただくということというのは大事かなと
いうふうに思っています。 

 
郷土館担当者① 私のほうから少し補足すると、まず、先ほど一番最初のイベント関

係で、謎解きとかそういうのを入れるといいというお話をいただいて、非常に
いい御意見だと思って、ぜひ採用させていただきたいなと。郷土館の場合は、
一番子供たちに人気があるのは土器パズルという、土器を手で組み立てる、こ

れが一番実は人気があります。 
 オンライン／ハイブリッドと、あと、リアルとの話ですけど、コロナでやっ
ぱりリモートのセミナーとか、物すごく増えたんですよね。私もよくリモート
のセミナーに出ますけど、やっぱり集中力とか、本当に聞きたいものの場合は、
やっぱりちゃんと行って対面で聞くほうが全然やはり集中力も違うし説得力
も違うというか、やっぱりそういうところがあって、どうしてもリモートのセ
ミナーだとサッと抜けてしまうような感じがあるんで、リモートと対面という
のはやっぱり使い分ける必要があるのかなというふうに思っています。 
 あと、予算の話をいただいたので、私、予算を管理しているので、その立場
から言うと、やっぱり一番大事なのは、私は人件費がまず大事だと思っていて、
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特に博物館の場合、やはり学芸員さんたちというか、そういう人が財産みたい
なところがありますので、そういう意味では、学芸員の方たちが気持ちよく働

いてもらえるような形の勤務体制というか、それも必要だと思っていますし、
そういう意味で、先ほどちょっとお話ししたんですけど、ＩＣＴの機器も、ち
ょっと若干、学芸員さんたちが使いにくいような形になっているところもある
ので、この辺も改善しなきゃいけない。だから、できるだけ学芸員さんたちが
力を発揮できるような環境を整えるのが仕事だと思っているので、そういう意
味では、人件費と、それと、あと、ＩＣＴ機器とかを購入することが必要だと
思っています。 
 あとは、もう一つだけ言わせていただくと、私は設備管理のほうもやらせて
いただいていまして、郷土文化館は設立されて今年でちょうど３０年になるん
ですよ。そういう意味では、いろんなところで設備的な劣化が来ておりまして、
高齢化が来ているので、少しいろいろ直さなきゃいけないものもあって、そう
いう修理費とか、あるいは、いろんな見直しをしなきゃいけないところも多々

出てきているんで、その辺も予算的には大事なところであると思っています。 
 答えになっているかどうか分からないですけど、以上です。 

 
加藤委員 そうしたら、根岸さん、お願いします。 
 
根岸委員 中田委員とちょっとかぶったんですが、私も一番聞きたかったのが、講演

会について、コロナ禍でオンライン初めてやりました。今は対面になっていま
すよと。今後、それをどういうふうに積み上げていくのかなというのが、まず
一つ聞きたかったことです。あと、ＶＲについては、やっぱり実物にはかなわ
ないと思います。だけど、ＶＲをやることによって、展示会とか博物館に人を
呼ぶためのツールとしてＶＲを使えればいいのかなというふうにちょっと感
じました。一番気になったのは最初の今後のあれですね、講演会のすみ分けみ
たいなものがもしあるとすれば聞きたいです。 

 お願いします。 
 
郷土館担当者② あまりいっぱいやっていないのもあって、ちょっとお答えしづらい

んですけど、このときはやっぱり先生が東京に来られなかったというのも結構
大きかったんで、講演会をやりながら、またさらにオンラインで外に発信して
いくというものが、さっきから何回も言っているところではあるんですが、そ
ちらのほうも、先生が何かトラブルがあったときに対応できるかとか、そうい
ったところをちょっと強化していかないとなかなかちょっとできないところ
ではあるんですけれど、なので、ちょっとそこのすみ分けで確認していくとこ
ろまでちょっとたどり着いていけていないかなという気がしています。 

 
根岸委員 今後、やっていこうというふうな考え自体はあるんでしょうか。 

 
郷土館担当者② そうですね、今のところ、ちょっとその余裕がないかなというとこ

ろですね。そうですよね、この会場でやって、それを配信して、ここじゃない
ところを見れるというふうなこともできるといいんですが、そういう内容に合
ったものがあればできるんですかね。結構、そういう歴史、先生が歴史の、そ
んなに配信、そうですね、まだ検討をあまりしていないところというのが正直
なところですね。 

 
郷土館担当者① 一つの方向性としてはそうなんですが、実態はコロナ明けてから対

面のほうに戻ってしまったという感じにはなっていて、コロナ禍でも実は１回
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だけしかオンラインはできなかったという感じですかね。だから、そういう意
味では、ただ、ほかの博物館とかの動きを見ていても、やはり若干また対面に

戻っているというようなところがあって、だから、それがまた同じような、逆
にオンラインにまた動くような流れが起きるかどうか分からないですけど、今
はちょっと対面側に振れちゃったという感じですね。 

 
根岸委員 ありがとうございます。 
 
加藤委員 そうしたら、寺澤委員、お願いできますでしょうか。 
 
寺澤委員 まず私の感想から言うと、いろいろなことをお聞きした中で、すごい印象

に残ったのが、デジタル化というと効率を求めるというイメージしか私はなか
ったんですけど、さっきのデジタル化は保存することでもあるというのは、す
ごい、なるほど、確かにそのとおりだなと感じました。あともう一つが、文化

館というとやっぱり財産は文化財なのかなと思っていたら、人が財産って、感
動しました。まず、感想です。 
 お聞きしたいなと思ったのは、くにたちの暮らしを記録する会の方々、割と
高齢というお話があったと思うんですけど、高齢になればなるほど、デジタル
化に対しては何となく抵抗じゃないですけど、こんなカメラの前で話すのは．．．
みたいなのとかがあるのかなと思ったんですけど、もうこの写真を見ても、皆
さん、スッと受け入れてやってくださっているような感じがあって、これはど
んなマジックを使ったらこんなふうになるのかなというのが一つ興味を持っ
たところです。皆さんとの信頼関係の中で、そういうのがスッと入ってきたっ
てことでしょうか。 

 
郷土館担当者② 一応、両方、お互いの、子供たちの顔、形は見えていて、子供たち

は記録する会の顔が見えているという、一応、写真なんですけれど、ここ、２枚

並んでいるのは。練習は１回しました。 
 

 
郷土館担当者① 意外と高齢の方ってそんなにデジタル音痴というわけではなくて、

こういう環境も受け入れられるものですよ。そんなに抵抗なくサッと入ってこ
られたと思いますけど。 

 
寺澤委員 そうなんですね。なるほど。 
 
郷土館担当者② やはり対面じゃないので、やっぱりお互いちょっと分かりづらいと

いうのは、実際、このときやっていてあったのかなという印象ですね。すぐに
自分の言っていることがちゃんと受け取られているのかとか、子供たちの表情

とかが細かく見えるわけでもないので、その辺がやっぱり対面とは違って、多
分、やりづらかったところも、デジタルがやりづらいというか、離れているこ
とでのやりづらさというのがあったのかなというふうに思いました。 

 
寺澤委員 ありがとうございます。 

 あと、もう一ついいですか。いろんなことをやっていらっしゃるんですけど
も、人という意味で言うと、限られた人数の中でやっていると思います。人数
的には潤沢というか、十分な人数がいて、これだけのことを回していけている
のでしょうか。 
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郷土館担当者② 博物館の仕事、やろうと思ったら幾らでも人が必要なところで、ど
こまでできる、やるかという感じだと思っています。資料のそれこそデジタル

化するにしても、やろうと思ったら幾らでも今までデジタル化してないものは
あるので、それこそ限りなく人は欲しいという状況なんですけれど、そういう
わけにもいかないので、本当にバランスを見てやっていくしかないのかなとい
うふうに思っています。 
 コロナ禍にいろいろこれだけできているのは、やはり事業が、コロナ禍のた
めにできなかった事業とかも結構あって、逆に、だから、その部分のパワーを
デジタル化ですとか、こういうちょっとオンラインでやってみようかとか、そ
ういうところに使ったのかなというのが私のコロナ禍の活動イメージで、今、
コロナ禍のときみたいに、じゃあ、動画を撮ったやつを毎回アップしてとかっ
ていう時間がつくれるかというと、ちょっとコロナ禍のときのようにはいかな
いのかなと思っています。 
 私もちょっと２年前ぐらいに、くにたちの暮らしを記録する会の活動とかを

含めて、文化についていろいろやってきた方たちの展示というのをやったんで
すけど、それのときの展示の動画とかをつくりたいなとずっと思っているんで
すけど、やっぱり日々の業務の中で、なかなか今度、ちょっとそういう動画を
つくる時間というのはちょっと減ってきてしまって、今、そういう動画づくり
で、「おうちで博物館」に上げていく動画をつくるスピードというのは下がっ
てきているかなという感じです。 

 
寺澤委員 ありがとうございます。 
 
加藤委員 では、続いて、山口委員、お願いします。 
 
山口委員 どうもありがとうございました。 

 学校現場の立場で、ちょっと感想と質問なんですけど、ここに小学校３年生

を対象にした昔の暮らしの体験事業なんていうふうに書いてあって、随分お世
話になったなと思うんですが、学校の状況から言うと、コロナ禍で推し進めた
施策、いわゆるオンラインとかリモート、これが今はどっちかというともう、
今までできなかった対面的なものというのをとにかく推し進めていく。やっぱ
り人と人を接していく、実物を見るって、こっちに振り子は振れているんです
よね。じゃあ、コロナで推し進めたオンラインとかリモート、どうなったかと
いうと、これはいわゆる不登校児童生徒、こちらのほうの対応として非常に今、
活用されているんです。 
 だから、対面や実物を見るにこしたことはないんですけど、なかなかそれが
できない子供たちというのがいまして、学校に足が向かないとか、いろんな理
由があって集団での生活ができない、そういう子たちにとってみると、このオ
ンラインとかリモートというのは非常に有効な手段ですね。ですので、ぜひコ

ロナという理由で推し進めたリモートやオンラインの施策というもの、これは
財産にして、そんなにハイレベルなものは必要ないので、そういう子供たちが
自宅にいながら郷土文化館に行った体験ができる、これはぜひ継続をしていた
だきたいというのが一つ。 
 それから、もう一つは、このＶＲなんですけど、これは我々が思っている以
上に子供たちはもう日常的に家でＶＲ使ってゲームやっていますから、ビルの
屋上に行かなくても部屋の中で高層ビル、綱渡りしちゃうんですよ、ドキドキ
しながら。そんなことできちゃうんですね。だから、例えば昔の暮らし体験の
事業にＶＲを重ねて、タイムスリップして縄文時代に行くとか、国立市にいる、
今のここが数千年前にあったらどんな状況だとか、それににおいをつけてみる
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とか、そんなことできるじゃないですか、ＶＲって。そういうような、財源に
限りもあるでしょうし、対象は子供たちだけじゃないのはよく分かっています

けど、学校現場から言わせていただくと、ＶＲを使って、今の子たちは文化館
を見学するだけでは物足りないわけですよね。自分をバーチャルの世界に身を
置いて、そこで昔を体験する、こんなことがもし国立の郷土文化館でできたら
最高なんじゃないかなって。もしかすると、他市からも来るかもしれないです
よね。ちょっと夢は広がるんですが、そういった構想とかは今のところあるの
か、ないのかみたいなところをちょっと聞きたいんです。 

 
郷土館担当者② 今のところ、そうですね、ＶＲを使ってというところまではちょっ

とないですけれど、でも、やっぱり子供たち、特に民具案内については、郷土
文化館ができる前から実は記録する会の方が学校に行ってされたりしている
事業で、やはり一番初めに国立市民の子供たち、市民だけじゃないんですけど、
国立に学校がある子供たちが博物館に関わってくれる事業なので、すごく大切

な事業だなというふうには郷土文化館も思っているので、やっぱりそれこそ、
ちょっとここにも書いてありましたけど、記録会する方の語りとか、そういっ
たものは採集していって、そういうものを、多分、今、元気にお話ししてくれ
ている方たちって、もういつまでそういうお話をしてくれるか分からないので、
そういったものをちょっと蓄積していく、とにかく蓄積していくということは
大事かなというふうに思っています。 
 教科書にこうこうこうって書いてあるよりは、実際にそこに生まれて、実際
に体験した人が語っていることというのはもっと耳に入ってくるかなと思う
ので、そういうちょっとこう、音声か映像か分からないですけど、そういった
ものというのをちょっと活用していくというのは、今後、できたらいいんじゃ
ないかなというふうに、それはもう私が勝手にちょっと思っているだけなんで
すけど、そういうところはあります。 

 

郷土館担当者① 課題でも書かせていただいたんですけど、先ほどお話があったのは、
メタバースとかＶＲ美術館、ＶＲ博物館って結構、世の中で出始めているんで
すよ。その辺は我々も取り組みたいと思っているんですけど、なかなかまだ検
討が追いついてない。ただ、やりたいテーマではあります。そういう意味では、
先ほどお話があったように、アバターで行っていろいろ見たりとか、そういう
のも子供たちは普通にやっているし、メタバースなんか、ゴーグルなんか使っ
てやれば簡単にできたりとかするので、そういう世界の子供たちにできるだけ
興味を持ってもらえるような博物館にしたいというのがあります。 

 
山口委員 ありがとうございます。 
 
桒畑委員 どうも今日は大変有効な話をありがとうございました。 

 ちょっとざっくり、素人ではありますが、ものすごいこれから動画が増える
と、物すごいデータ量になると思うんですね。その辺の容量というか、単純に、
今、どうやっているか分かりませんけども、言える範囲で、相当、もしかして
国立のいろんな施設の中で一番データ量が必要なんじゃないかなと思うんで
すけども、すなわちお金もかかっちゃうんですけども。実際にサーバーとかじ
ゃなくて、やっぱり上に上げているんですか。 

 
郷土館担当者① それは上にも上げていますし、サーバーにも蓄積していますけど、

そんなに大したことは。 
 



 18 

桒畑委員 ない。なら安心です。 
 最後に一つだけ、いろいろ楽しいことをやってくださっているんで感謝して

いますけども、ちなみに直近であった、さっき繭玉の話が出ていましたけど、
１月８日に国立市内では各所で、メイン会場としては第三公園で、実行委員会
制でやっているんですね。繭玉ってこうだよっていう台本に基づいて司会者が
説明はしますけど、ずっとその状態でして、いまだに繭玉のことを餅だと思っ
ている人もいるわけです。いや、国立市民、寂しいなと思うんですけども、だ
から、そういうときに郷土資料館へ行くと体験もできるよとかというアピール
の機会にも、ＰＲの機会にもなると思うんですね。だから、何か、実行委員会
制ですから難しいかもしれませんけど、ぜひ国立の文化を、せっかくもう何百
人と集まりますから、今年はお店屋さんに頼んでだんごを買ったんですけども、
かつては朝のもう３時頃から３,０００個とか作っていたわけですね。ですか
ら、大きいのもあれば小さいのもあったわけですけど、ぜひそういう国立の文
化を伝える、郷土資料館に来なくても、ＶＲじゃなくてもそういう場がありま

すから、もっとほかにもあるような気がしますので、本当に利用していただけ
ればいい。繭玉だけじゃなくても、ほかに、郷土資料館さんが提供する場はあ
るんじゃないかなと、イベントにおいて、思っていますので、よろしくお願い
したいなと思っています。 

 
郷土館担当者② ありがとうございます。 
 
加藤委員 そうしたら、ちょっとお時間はあれなんですけども、私のほうからも少し

だけ伺いたいなと思います。 
 先ほど、例えばサイボウズのｋｉｎｔｏｎｅを入れたときに、当時入れよう
として、開発するＩＴ担当の方がいらっしゃったけど、今、その方が不在にな
って開発できない状況になっているという話があったりとか、Ｘ、ツイッター
ですね、拝見していると、やぼわんって、あのやつを使っていて、ゆるキャラ

を使っていて、何となく、多分、どなたかが、特定の方が動かすというふうな
形を取られているのかなという印象を持ったりとかで、それぞれ業務、属人化
してそういったものを、ＩＣＴを動かしているのかどうかというのが一つ気に
なったところです。 
 ちょっとそれに付随して、例えばデジタル化などの作業というのは、もしか
したら館の外にアウトソーシングするというか、プロボノ的な形でデジタル化
だけお願いしますみたいなのでやっていくと、取りあえず作業は広がるんじゃ
ないかなという意味では、そういったことも含めた可能性などは考えられてい
るのかなということについて伺いたいと思いました。 

 
郷土館担当者② ツイッターに関しては、学芸員のほうで交代で、そのとき、担当し

ている学芸員が頃合いを見て上げているような形です。 

 
郷土館担当者① 一応、全員がやぼわんになっています。 
 
加藤委員 理論的には、みんなでとにかくそのとき、そのとき、やれるときはやると

いうような形で。 
 
郷土館担当者② そうですね。 
 
郷土館担当者① 属人化の話で、ｋｉｎｔｏｎｅの先ほどのお話は、財団の中でそう

いうＩＴ人材がいたのですが、その方がいなくなったので、今ちょっと止まっ
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ちゃっている。これはまたこれから何とかしていきたいと思っていますが。 
 

郷土館担当者② 今のところ、外部へのというのは。 
 
郷土館担当者① 外部は、だから、もうデジタル化は結構委託してやって。 
 
郷土館担当者② ホームページとか。 
 
郷土館担当者① ホームページじゃなくて、デジタルアーカイブみたいな、デジタル

化するのも、一部もう外部に委託とかはしていますよね。 
 
郷土館担当者② そうですね。そういう意味では。 
 
郷土館担当者① お金等の問題もありますけど、外部委託、使えるものは少し使わせ

ていただいている。 
 
郷土館担当者② 写真のデジタル化とか、音声の反訳というか文字にするとか、そう

いったところは毎年の予算から少しずつ、徐々に徐々にデジタル化していって
いるところですね。 

 
加藤委員 ありがとうございました。 

 ちょっとお時間をオーバーしてしまいましたが、施設担当者の方へのヒアリ
ング、終了したいと思います。ありがとうございました。 

 
郷土館担当者② 遅い時間まで、ありがとうございました。 
 
生島議長 では、桒畑委員、加藤委員、今日は司会のほう、ありがとうございました。 

 残りの時間につきまして、本日のヒアリング内容の振り返りを行いたいと思
いますが、まず、司会のお二方、ヒアリングを行ってみていかがだったかとい
うとことで、桒畑委員からいかがでしょうか。 

 
桒畑委員 ２年前ですか、ヒアリングしたのとまた違うテーマなもんですから、国立、

小さな町で予算も少ない中、よく頑張っているんだなというふうに、やっぱり
思った以上に構想はある。ただ、やりたいけどできないというのが本音なんだ
なということ。ですから、ＩＣＴ化の活用のやはり一番の課題というのは、人
材もさることながら、先ほど先生からもお話があったんですけど、特にハイレ
ベルじゃなくても市民に伝わればいいと思いますので、そういうレベルならも
っとやれたのに、やっぱり短絡的ですけど、お金、費用かな。市の財政の中で
こういうことにお金をかけるのってなかなか、価値は重要だけど優先度はもし

かしたら後回しなのかなと思ったりしています。 
 以上です。 

 
生島議長 ありがとうございます。 

 加藤委員、お願いいたします。 
 
加藤委員 私も近いところのお話で、ちょっと予算がなかなか厳しいとなるのかなと

思いました。 
 そうですね、文化館というもので考えると、本来であると、特に予算をつけ
ていくというのはちょっと、遠い将来のことを考えると確実に必要な作業が行
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われているデジタルアーカイブなども重要なものだと思いますので、そういっ
たところに、いかに人材であったりとか予算を配置していくのかというような

ことというのは、恐らく課題になっているのかと。 
 逆に言うと、桒畑委員がおっしゃっていたとおりで、やりたいことの展望で
あったりとか、そこに必要なもの自体はかなり把握されているんだなというよ
うな気もしましたので、その辺りが一番気になるところかなと思いました。 

 
生島議長 ありがとうございます。 

 山口委員はいかがだったでしょうか。 
 
山口委員 そうですね、僕は前々回、前回休んでしまったんですけど、その前にもち

ょっと自分の感想の中で、やっぱりこのＩＣＴってやっぱり青天井なんですよ
ね。だから、限られた予算の中で、一番この国立市として効率よく、一番市民
の方のニーズに合ったＩＣＴの活用をやっぱり探っていかなきゃいけないと。

だから、例えば今日のこの文化館の中でＩＣＴの活用をお願いするとしたら、
全てはできないでしょうから、どこに的を絞るのかということだと思うんです
ね。国立郷土文化館の持っている財産という、資料とかそういったものをしっ
かりと保存していく、保管していくというところをまず第一優先にしていくの
か。あるいは、それはもちろん大事なんだけれども、集客という部分で、さっ
き私が言ったように、ＶＲとか、そういったところにもちょっと目を向けて予
算をつけていくのか。全部はできないでしょうから、軽重つけて文化館がデジ
タル化、ＩＣＴを活用することについてはちょっと考えていかなきゃいけない
のかなというふうに思いました。 
 以上です。 

 
生島議長 ありがとうございます。 

 寺澤委員、いかがだったでしょうか。 

 
寺澤委員 文化館とか博物館とかにとって、本当、変な言い方なんですけど、コロナ

禍というのは逆に進むためのすごいいいタイミング、きっかけになったんだな
と思いました。話を聞いていても、いろんなことに人を割けたとか、予算につ
いても、そこに割けたとか、いろんな意味でコロナによって進んだところなん
だなというのを改めて感じました。 
 その中で、今、山口委員もおっしゃっていたとおり、デジタル化というのは
すごいお金もかかるところなんですけど、限られた予算の中でこれだけのこと
をやっていて、世代にしても、高齢者から、若い方々も取り込んでいろんなこ
とをさらに進めているというのは、国立市、さすがだなと感じました。 

 
生島議長 ありがとうございます。 

 根岸委員、いかがだったでしょうか。 
 
根岸委員 ＩＣＴの活用って、最初、聞いたときに、一番はオンライン事業というも

のがぴんときたんですね。今まで公民館さんとか文化館のお話を聞いていると、
やっぱりコロナのときはやったけど、コロナが過ぎたらもう対面になっている
ということで、もしかしたらＩＣＴの活用でオンライン事業というのはそんな
にキラーコンテンツというか、そんなに重要性はないのかなというふうにちょ
っと感じられました。特に文化館の場合は、そういう事業よりはＶＲとかデジ
タルアーカイブですかね、この辺にやっぱり注力すべきなんだろうなという気
がしました。 
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生島議長 ありがとうございます。 

 大森委員、お願いいたします。 
 
大森委員 コロナ禍のＩＣＴ活用って、２０２０、２１、２２、大体この３年間が中

心だったと思うんですけど、それを今、今年度に入ってどうだったかというの
を検証する段階にあると思うんですけど、この検証ってそんなに簡単ではない
なという気がしているんですね。というのは、ＩＣＴ活用というのはよきこと
で、ぜひ進めるべきで、コロナ禍でそれが加速されたのでそれはよかったとい
う雰囲気が世の中にあふれているんですね。私自身も、その雰囲気から逃れて
客観的に物を見るというのがかなり難しいなと思っていまして。 
 一つ卑近な例なんですけども、私、大学の中で、学内だけじゃなくて外の方
に向かって講演会を開く事業を担当していることがあって、コロナ禍のときに
考えたのは、講演会事業って、内容をつくっていくということと実際やるとい

うこと、２つあるんですけども、無理してＩＣＴ化するよりは、コロナ禍は対
外的に開くことはできないけど、そこでふだんなかなか取れない研究の時間を
取ったほうが、５年、６年というトータルで見た場合には限られた予算の有効
活用だということが私はちょっと思ったので、そういう形で事業を組んだんで
すね。そうしたら、やっぱり何でもっとオンライン化しないんだという形でお
𠮟りを受けまして、それは合致している面もあるので、その意見を基に事業を
進めているんですけども、いまだにどうだったのかなという思いはあるんです
ね。 
 ですから、今、検証するという大事な局面にあるので、雰囲気にも妥当性は
あるかもしれませんけど、きちんと見るための枠組みをつくらなきゃいけない
なというふうに、今日、伺っていて思いました。 

 
生島議長 ありがとうございました。 

 中田委員、いかがだったでしょうか。 
 
中田委員 寺澤委員も言っていたんですが、「博物館は人が財産ですから」とさらっ

と言ったのが一番印象的でした。それから、コロナ禍に対しても、ＩＣＴ化の
波に対しても淡々と対応し、粛々と進めているような印象を持ちました。これ
までヒアリングをしてきた施設と違うところは、博物館、図書館を含めた博物
館は、やはり資料の保存と活用、とりわけ保存という機能を持っている点です。
ＩＣＴ化というとインターネットを想定しがちですけれども、コロナ禍以前か
ら始まっていたデジタルアーカイブ化に、国立の郷土文化館としてどう対応し
ていくかということを堅実に進めていたというか、見据えていた印象がありま
した。 
 ＩＣＴの活用を考え、私たちが最終的に答申をまとめるときには、デジタル

アーカイブ化みたいな、一見、ＩＣＴの活用と思えないところも、大事な機能
と作業だと思いますので、そういったところを忘れないようにしたいと思いま
した。 
 以上です。 

 
生島議長 ありがとうございました。 

 矢野委員、お願いいたします。 
 
矢野副議長 中田委員がおっしゃったように、博物館の特徴として資料の保存と活用

というのがあり、活用の部分は見えますけれど、保存の部分は非常に地味で、
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大事な作業だけど見えないというところがありますので、その中でデジタルア
ーカイブ化というのも、先ほどの学芸員のお話ですと、コロナ禍のときはでき

なかった事業があるため、空いた時間があったので進められたけど、現在はな
かなか進める時間が少ないとのことでした。やはり最終的には人員の問題にな
りますので、そこはなかなか難しい部分があるかなというふうには思いました。 
 それと、もう一つ、前期のときに国立の三角駅舎ができたことによって、あ
そこで広報をして郷土文化館のほうに来ていただくというようなことで、一度、
展示をしたというお話をされたと思います。その後のこともちょっとお聞きし
て、どうだったのかなというのはちょっと考えていました。国立市民でも郷土
文化館へ行ったことないという方も結構いらっしゃいますので。なので、国立
三角駅舎も、ハイブリッドで国立三角駅舎につなぐとか、工夫をしてやってい
くと、また違った側面が出るのかなというふうには思いました。 
 以上です。 

 

生島議長 ありがとうございました。 
 私からも、今、一言ちょっと申し上げさせていただくと、今の御意見も聞き
ながらちょっと考えていたんですが、今回というのは、ＩＣＴ活用というのは
やっぱりすごく大事なキーワードだと思うんですけれども、それが目的なわけ
ではなくて、ＩＣＴ活用を通じた、ＩＣＴ活用によっての学習機会の拡充とい
うことになってくるので、前提としてもちろんどうやってＩＣＴ活用されてい
るかということとともに、そこからどういうふうにやっぱり展開していくかと
いうこと、そこには様々な是非というのもあるだろうということで、今回、４つ
の施設と機関というのでお伺いしてきたという意味では、様々な局面が、この
間、見れたなというふうに思っておりました。 
 今、この間もお話があったアーカイブ化というのはすごく私も注目していた
ところだったんですけれども、様々なところで、今、デジタルアーカイブ化が
されていて、それが今度、同活用されるかというところに、次のステップにも

う見越してアーカイブ化していかなければいけないんだろうと。そのアーカイ
ブ化する仕方にも、今度、関わってくると思うので。やっぱりちょっとぜひお
聞きしたかったのは、どう使われるか。 
 今回、国立の場合は、特に民俗とか無形のもの、無形の資源、人が営みをつ
くっているものだったので、先ほどの話、それこそ餅の話じゃないですけど、
餅というか、何でしたっけ。 

 
桒畑委員 だんごです。繭玉。 
 
生島議長 繭玉。繭玉っていうのも、やっぱり蚕、お蚕さんだったり、繭玉の作って

いく農業だったり、民俗、暮らしという、その一連の流れがやっぱりあって、
それが高齢の方々が伝えていくということは、デジタル化しちゃったらもちろ

ん記録はされるけれども、その作法とか思いとか、やっぱりそれは本当に生身
の人たちでこそ伝えられるのであって、次世代育成とか、そういうところにも
つなぐためにはどうするかというところが、一つ鍵かなというふうに思いなが
ら質問させていただいたところです。 
 そういう意味では、この公民館の話ともつながってきたんですけど、オンラ
イン講座やればいいっていうところだけではなくて、やっぱりその場で一緒に
聞いている人たちの息づかいとか、発見とか、反応とか、そういうのも聞ける
というのもこうした学び合いの面白さであり、ＩＣＴ活用というだけではない
部分というのも浮かび上がってきたというところが、今回のヒアリングの中で、
漏れがちだけれども、注目していかなければいけないところかなと思って伺っ
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ておりました。 
 少しこの間、あと、大森委員おっしゃったように、枠組みというか、整理を

していく、その切り口というのも整えていかなければいけないところかなとい
うふうに思っておりまして、ぜひ今までは単発で聞いてきましたけれども、今
度、これを串刺し状にしていくような整理というのを、この後、皆さんと一緒
にさせていただきたいというふうに思っております。そういう意味で、ここか
らしばらくは、これがどうだったのかというのをもんでいく作業を次のステッ
プとしてしていきたいと思っております。 
 今日の振り返りはここまでとさせていただきまして、この後のことを少し共
有して、今日はここで会を閉じたいと思っているんですけれども、まずは、い
きなり、じゃあ、この後、どうやっていきましょうかというふうなことを言っ
ても、ちょっとどうしようというふうになるかとも思いますので、少し提案を
させていただきたいと思っているのですが、まず、この間、本当に４か月間に
かけてヒアリングをしてきたので、最初のほうのこととか、少し思い出すとい

う、今、お話ししましたとおり串刺し状にして考えていく取っかかりというの
をつくりたいと思っています。これが次回になるかなと思うんですけれども、
その意味で、少し材料を整理したいというふうに思います。 
 特に、これは前期も同様にやったんですけれども、司会を御担当いただいた
方、自分、御自身の担当館がありますので、ここに対して少し、どんな話があ
ったのか、そして、ヒアリングを通じてどんなにディスカッションがあったか
というのを整理するシートというのを、振り返りシートを御作成いただいて、
それで、次回、それを突き合わせて共有して改めて確認をし合うというような
ことをしたいと思っております。もちろんそれぞれの施設においてＩＣＴ活用
といったときの中身の意味も違いますので、まず、その辺のことも、ここの施
設はこういう特徴だったということも少し浮かび上がらせながら、そういった
シートを作っていただければというふうに思っています。 
 今日、ちょっとすぐそのフォームというのをここで御提示していないんです

けれども、あらかたそれはもう出来上がっておりますので、この後、会議が終
了後に、１週間ぐらいの間で大丈夫ですよね。事務局のほうから、を通じて皆
さんに配信させていただきますので、２月の中旬ぐらい、具体的な、１週間ぐ
らい前ですかね。会議の１週間か１０日ぐらい前になるかと思いますが、締切
りをお示しいただいて、取りまとめをして、次回に行きたいと思っております。 
 次回が２月２８日なので、恐らく……。 

 
事務局 事務局です。 

 今の調査、取りまとめの提出期限として、それを集約する期間がほしいので、
２月１６日ぐらいには出していただけると助かります。 

 
生島議長 ということで、ちょっと忙しいんですけれども、お願いできればと思いま

す。 
 具体的には、今回、ヒアリングでお聞きしたいことということで、３項目大
きく提示して、施設の方々にもそれに基づいてお話をいただいておりました。
オンライン／ハイブリッド事業の導入過程や、コロナ中及び現在の活用状況や
成果、そして、オンライン／ＩＣＴ活用ならではの展望や課題とか、２番目で
すけれども、学習機会の提供に関わるＩＣＴ活用の実態と課題とか、３番目は
ＩＣＴ機器やＷｉ－Ｆｉなど、活用環境の整備状況や課題とか、そういうよう
なところでまずはお伺いしていますので、この柱立てに基づいて、箇条書でい
いと思いますので、箇条書でいいですのでまとめておいていただいて、さらに
そこからポイントだと思うようなところを別項目で書き添えていただければ
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分かるかなというふうに思います。そうしたフォームを作ってありますので、
受け取っていただいて御記入いただければと思います。 

 お二方ずつ担当していただいているわけなんですけれども、分担とか、そう
いうのはもうお任せをしますので、やり取りしていただきながら御作成いただ
ければというふうに思っております。ぜひよろしくお願いいたします。 
 前期の場合ですと、これが結構、基になって、諮問というか、最後の報告書
になったり、報告書を作成していくためのプロセスとして、ディスカッション
していくための材料にもなったりしていきましたので、要点をまとめていただ
くということでお願いできればと思っております。それに基づきながら、次回、
それから、次々回というふうにして少しディスカッションをしていきたいとい
うふうに思います。 
 そのような形で進めていきたいと思っておりますけれども、まず、一、二回
ちょっとそういうふうなことで年度末まで進めていきたいと思いますが、いか
がでしょうか。 

 
事務局 事務局です。 

 調査票のほうですけど、取りあえずは委員さんお一人ずつ御提出という形で
一旦はお願いいたします。 

 
生島議長 分かりました。二人取りまとめてというと時間があまりないということな

ので。 
 
大森委員 いいですか。もう話し合っていまして、まとめは私が担当するということ

で。 
 
生島議長 そういうことなんですね。分かりました。もしそういうふうな分担があれ

ば、じゃあ、よろしいですか。 

 
大森委員 よろしいですね、それは。 
 
事務局 もちろん調整済なら。 
 
生島議長 そういうことでなくても、なので、館でお任せするということでよろしい

ですかね。２人それぞれ、どうでしょう。ほか、例えば今日の。 
 
桒畑委員 加藤さんを頼りにしたいと思います。 
 
生島議長 そうですか。 
 

桒畑委員 後で終わったらまた話ししようと思っています。 
 
生島議長 そうですか。 

 どうでしょう。お一人ずつそれぞれから出されるというよりは、館でまとめ
ていただいてという形でもよろしいですかね。もう公民館のほうはそういうふ
うな、決めてあるということなので。よろしい。 
 今、事務局のほうでそれぞれからというふうにおっしゃったのは、何か意図
がありますか。 

 
事務局 そうですね。会議の外でやり取りが発生してしまうかなと思いましたので、
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既に調整済であればそれで大丈夫です。 
 

生島議長 なるほど。 
 
桒畑委員 ただ、すみません、フォームはなるべく早く一斉に全員に配信してほしい

と思います。 
 
事務局 確認出来次第、お送りします。 
 
桒畑委員 そうすれば、もうあとはメールでやり取りするしかないと思っていますん

で。 
 
生島議長 それぞれのヒアリング自体は皆さんで聞いていることですし、そのまとめ

のことということになるかと思いますんで、館ごとで出していただくという。 

 
桒畑委員 もっと、すみません、事務局には申し訳ないですけど、まさに今日の議事

録はなるべく早くというのは、ちょっとやっぱり聞き逃したこともあったりす
るんで、議事録は早くやっぱり欲しいなという。そうすると、１６日期限で、
議事録がその頃じゃちょっと、申し訳ない、なるべく早くお願いしたいという。 

 
事務局 今回の議事録、一応、２月６日頃には皆さんに原案としてはお配りできるか

なと考えております。 
 
生島議長 よろしいですか。ぜひお願いいたします。 

 矢野委員、お願いします。 
 
矢野副議長 すみません、別件なんですけど、スケジュール表が３月までしか入って

いませんので、皆さん、お忙しい方ばかりですので、日程が入ってくると思い
ます。今までみたいに、基本は最終の月曜、水曜日を隔月変わるという形なの
か、または、変更があるのか、そこら辺はなるべく早めに決めていただけると
いいかなと思います。 

 
生島議長 分かりました。ありがとうございます。 

 今、日程の件が出たんですけれども、原案をやはり、次年度の原案を少しお
示しするということも近々にしたいと思います。３月までしか出してなかった
理由は、やっぱり例えば大学の授業の関係とか、皆さん、それぞれの動きもあ
ってということかとも思うんですけれども、現段階で、分かる範囲でというこ
とで結構かと思うんですが、来年度もこうしたような形で、今、最終週、第４週
目の月曜日と水曜日を交互に入れ込んでいる形なんですけれども、そういった

やり方でよろしいか。または、ここはやっぱり駄目だとか、難しいとか、それ
こそ大学の授業をお持ちの先生方だと、来年度はここに授業が入りそうだとか
というようなことがあれば、ちょっと先にお出しいただいて、今日すぐじゃな
くても結構です。事務局に御連絡いただいて、それを踏まえて取りまとめして
いきたいと思いますので、そろそろ来年度の動きも見えてきたかとも思います
けれども、よろしくお願いできればと思います。それを踏まえて御提示させて
いただきたいと思います。 

 
矢野副議長 あともう１点、すみません。昨年、答申の検討の日程を決めるときに、

このスケジュール表では中間評価が１月になっていたんですけれども、２月に
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延ばせるのでというお話だったと思います。そうすると、中間評価は、２月に
出されるということなんでしょうか。 

 
生島議長 では、事務局、中間評価の件、お願いいたします。 
 
事務局 中間評価ですが、現段階の状況としまして、各施設、ちょっと抽出している

施設のほうにシートを作成いただいておりまして、これから各館へのヒアリン
グをさせていただきますので、２月の御報告はちょっと難しそうな感じになっ
ていまして、３月にできればと考えております。 

 
生島議長 ということになりそうです。 

 それから、恐らく２月、３月、４月あたりでは、研修会のことも考えていか
ないといけないんですよね。ちょっとその辺の見通し、高橋さん、ありますで
しょうか。 

 
事務局 そうですね、前回、国立市がブロック幹事を行ったときのスケジュールを参

考にさせていただくと、既に３月から内容についての検討に入っています。な
ので、恐らく３月か４月にテーマが決まって、それに対して第２ブロックで何
をするのかというのを４月、早くて３月には入っていくのかなというところで、
現段階では想定はしています。 

 
生島議長 分かりました。恐らく５月の総会ぐらいには、多分、皆さんにお伝えする

ぐらいな感じなんですかね。 
 
事務局 皆さんというのは。 
 
生島議長 ５月、６月ぐらいに総会みたいなのがありましたよね。 

 
事務局 恐らく７月の理事会のほうで報告するかたちだと思います。 
 
生島議長 その５月前、入る前ぐらいまでにはある程度決めていくというようなこと

になりそうだということですよね。 
 なので、ちょっとそういうことも入ってきますから、少しちょっとここから
断続的になるかと思うんですけれども、だからこそ、次回のときには、この間、
どういうヒアリングがあったかというのをきちんと取りまとめておくという
作業にさせていただきたいと思っております。 
 御担当がなかった方々も、ぜひまた自分のところ以外のところもどうだった
のか、ちょっと改めて御確認いただいておいていただければと思います。 
 よろしいでしょうか。 

 今後の進め方のことにつきまして、ほかに何か御意見や確認しておきたいこ
とがおありの方々はいらっしゃいますでしょうか。よろしいですか。 
 では、次第２につきましてはこのあたりにしたいと思います。 
 続きまして、次第３の事務局からの連絡ということで、事務局からお願いい
たします。 

 
事務局 事務局です。 

 次回の開催日程と場所について御案内いたします。次回は、２月２８日の水
曜日午後７時からです。場所は、こちらの会場ではなく、第４会議室で開催と
なります。 
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 以上です。 
 

生島議長 あっち。小さいほうの。ということのようです。 
 ありがとうございます。 
 その他、御質問や御発言、何かありますでしょうか。よろしいですか。 
 なければ、本日予定していた案件は全て終わりになります。次回は２月
２８日水曜日の午後７時から第４会議室、あちらの手前の会議室だということ
です、開催いたします。 
 これをもちまして、本日の会議を終了いたします。どうもお疲れさまでござ
いました。 

 
―― 了 ―― 


